
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
胴本体の開口端面にドラムヘッドをヘッド支持緊張手段によって張設したドラムにおいて
、
前記胴本体を第１、第２の胴構成部材と、前記第１、第２の胴構成部材間に介在された第
３の胴構成部材とで構成

こ
とを特徴とするドラム。
【請求項２】
請求項１記載のドラムにおいて、
第１、第２、第３の胴構成部材を材質または構成が異なる少なくとも２種類以上の複数種
で構成したことを特徴とするドラム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、バスドラム、スネアドラム、マーチングドラム等に適用して好適なドラムに関
する。
【０００２】
【従来の技術】
一般的なバスドラム、スネアドラム、マーチングドラム、フロアタム等のドラムの胴本体
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し、
前記第３の胴構成部材にボルト、ラグ、クランプの少なくとも１種類の金具を取付けた



は、基本的には１種類の材質によって形成されており、打音の共鳴機能と、ドラムヘッド
やスナッピー（響線）を支持する強度部材としての機能を有している。
【０００３】
図４は従来のスネアドラムの上下反転させて示す外観斜視図、図５は要部の一部を破断し
て示すもので、円筒状に形成された胴本体１の両端開口部に天然皮革、樹脂製フィルム（
例：ポリエステル樹脂、ポリカーボネート樹脂等）等からなる表側および裏側のドラムヘ
ッド２（２ａ，２ｂ）を複数個のヘッド支持緊張手段３によってそれぞれ張設し、両ヘッ
ドによって密閉された内部の空気柱を振動伝達媒体として作用させることによりドラム音
を発生させるようにしている。例えば表側のドラムヘッド２ａをスティックで打撃すると
、内部の空気柱がその振動を裏側のドラムヘッド２ｂに伝達し、これによって裏側ドラム
ヘッド２ｂが振動を起こすと、この振動を内部の空気柱が表側ドラムヘッド２ａに伝える
という具合に両方のドラムヘッド２ａ，２ｂが繰り返し振動し、ドラム音が発音される。
このため、胴本体１としては、形状を安定に維持し気候条件、表側、裏側のドラムヘッド
２ａ，２ｂの張力等によって変形せず、調音の狂いが少ないこと、自己振動または自己吸
収を起こさないことなどが要求され、その材質によって音色が異なる。すなわち、金属製
と合成樹脂製の胴本体は音の伝達速度が速く高音特性に優れ、音の減衰時間が短く軽快で
切れがよく明るい響きの音が得られる。一方、木製の胴本体は音の伝達速度が遅く低音特
性に優れ、音の減衰時間が長く、金属製と合成樹脂製のものに比べて音質的に暖かみがあ
り落ち着いた響きの音が得られる。
【０００４】
前記ヘッド支持緊張手段３としては、一般にドラムヘッド２の周縁部を保持し、胴本体１
の外周に嵌装される環状のヘッド枠５と、同じく胴本体１の外周に嵌装されヘッド枠５を
押圧する環状の締め枠（リム）６と、胴本体１の外周面に固定されたラグ７とリム６を連
結する締めボルト８等で構成されており、この締めボルト８の回転操作によってリム６を
軸線方向に移動させると、リム６のヘッド枠５に対する押圧力が変化し、これによってド
ラムヘッド２の張力、言い換えればドラムの音色が調節される。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
上記した通り、ドラムにあってはその種類（大きさ）、使用する材質等によって特有の音
色を有するものである。しかしながら、従来の一般的なドラムは基本的には１種類の材質
によって胴本体１を形成し、この胴本体１の外周にラグ７やスナッピー９をドラムヘッド
２ｂに接触、離間させるための機構（ストレイナー）１０を固定している。このため、１
つのドラムでは１つの仕様でしか楽しむことができず、例えば胴本体の深さを変えたり、
異なった材質の組合わせからなる胴本体を用いて演奏することができないという問題があ
った。
【０００６】
本発明は上記した従来の問題を解決するためになされたもので、その目的とするところは
、胴本体の一部の材質や構造を変えることにより、異なった仕様による演奏を楽しむこと
ができるようにしたドラムを提供することにある。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
上記目的を達成するため第１の発明は、胴本体の開口端面にドラムヘッドをヘッド支持緊
張手段によって張設したドラムにおいて、前記胴本体を第１、第２の胴構成部材と、前記
第１、第２の胴構成部材間に介在された第３の胴構成部材とで構成

ものである。
【０００８】
第２の発明は上記第１の発明において、第１、第２、第３の胴構成部材を材質または構造
が異なる少なくとも２種類以上の複数種で構成したものである。
【００１０】
本発明において、第１、第２、第３の胴構成部材の材質としては任意である。第１、第２
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し、前記第３の胴構成
部材にボルト、ラグ、クランプの少なくとも１種類の金具を取付けた



、第３の胴構成部材としてそれぞれ材質が異なるものを複数類用意しておき、これらを適
宜組合わせて使用すると、音色等が異なり仕様の異なったドラム演奏を楽しむことができ
る。構造が異なるものとしては、例えばタンバリンのようなベルが取付けられたものが考
えられる。第３の胴構成部材には、ボルト、ラグ、クランプの少なくとも１種類の金具の
取付けが可能とされる。
【００１１】
【発明の実施の形態】
以下、本発明を図面に示す実施の形態に基づいて詳細に説明する。
図１は本発明をスネアドラムに適用した一実施の形態を示す概略斜視図、図２は同ドラム
の要部の断面図である。なお、従来技術の欄で示した構成部材と同一のものについては、
同一符号を以て示し、その説明を適宜省略する。これらの図において、スネアドラム２０
は、円筒状に形成された胴本体２１と、この胴本体２１の両端開口部に、ヘッド枠５、リ
ム６、締めボルト７等のヘッド支持緊張手段３によってそれぞれ張設された表側および裏
側のドラムヘッド２ａ，２ｂとを備えている。
【００１２】
前記胴本体２１は、軸線方向に３つに分割して形成されることにより、第１、第２の胴構
成部材２２，２３と、これらの胴構成部材２２，２３の間に介在された第３の胴構成部材
２４とで構成されている。第１、第２の胴構成部材２２，２３は、同一の円筒状に形成さ
れ、第３の胴構成部材２４側とは反対の開口端２５，２６に前記表側および裏側のドラム
ヘッド２ａ，２ｂが張設されている。また、これらの開口端２５，２６は、ドラムヘッド
２ａ，２ｂの支持点を明確にするために内周縁を断面Ｖ字状に切り落とすことにより、ヘ
ッド支持部をそれぞれ形成している。
【００１３】
前記第３の胴構成部材２４は、内径が前記第１、第２の胴構成部材２２，２３の外径より
若干大きく、深さが浅い円筒状に形成され、内面中央に環状体２４Ａが一体に突設されて
いる。
【００１４】
また、第３の胴構成部材２４には、上下面に貫通する複数個のボルト取付用孔２８，２９
が周方向に等間隔をおいて形成されており、これらのボルト取付用孔２８，２９に表側と
裏側のドラムヘッド２ａ，２ｂのリム６と前記第３の胴構成部材２４を連結する締めボル
ト８がそれぞれ挿通されている。表側のドラムヘッド２ａ用のボルト取付孔２８と、裏側
のドラムヘッド２ｂ用のボルト取付孔２９とは、互いに半ピッチずれて形成されている。
また、これらのボルト取付孔２８，２９は異径孔からなり、内部に前記締めボルト８が螺
合するナット３０が組み込まれている。このため、本実施の形態においては前記第３の胴
構成部材２４がラグとしての機能を有しているが、図３に示すように第３の胴構成部部材
２４を薄肉の筒状体に形成して外周にラグ７を止めねじ３１によって固定し、このラグ７
に締めボルト８を連結してもよい。また、１本のスタンドに多数のタムタムを取付けたり
、フロアタムとして複数の脚を取付けるために用いられるクランプを取付けてもよい。
【００１５】
また、第３の胴構成部材２４の外周には、二点鎖線で示すようにスナッピー（図４参照）
を操作するための機構１０が取付けられる。締めボルト、ラグ、クランプ等の金具は第３
の胴構成部材２４に並設することも可能である。
【００１６】
前記第１、第２、第３の胴構成部材２２，２３，２４の材質としては任意であり、それぞ
れメイプル、マホガニー等の木材、アルミニウム、スチール等の金属、ＦＲＰ（繊維強化
合成樹脂）等によって形成されたものが複数種用意される。また、同一材質のものであっ
ても深さが異なるものが複数種用意される。このように材質、深さが異なるものを複数種
用意しておくと、演奏に応じて第１、第２、第３の胴構成部材２２，２３，２４の材質を
同一のもの、例えば木製のもので統一したり、あるいはまた材質の異なるものを適宜組合
わせて使用することができる。例えば第１、第２の胴構成部材２２，２３として金属製の
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ものを用い、第３の胴構成部材２４として木製のものを用いたり、第１、第２の胴構成部
材２２，２３として木製のものを用い、第３の胴構成部材２４として合成樹脂製のものを
用いたり、あるいはまた第１の胴構成部材２２として木製のものを用い、第２の胴構成部
材２３として金属製のものを用い、第３の胴構成部材２４として合成樹脂製のものを用い
たりすることができる。このように材質を異ならせると、その組合わせによって音色、高
、低音特性、減衰時間等を自由に変えることができる。また、材質が同じであっても、深
さの異なるものを組合わせて使用することにより、例えば、第１の胴構成部材２２の深さ
を５０．８ｍｍ、第２の胴構成部材２３の深さを２５．４ｍｍとすることにより音色等を
変えることができる。なお、第３の胴構成部部材２４については、深さの異なるものを必
ずしも必要としない。さらに、特殊胴として、第１または第２の胴構成部材２２，２３の
外周にタンバリンのようにベル３２を取付けてもよい。
【００１７】
使用に当たっては、第１、第２の胴構成部材２２，２３を第３の胴構成部材２４の内周に
上方および下方から嵌合し、ヘッド支持緊張手段３によって表側および裏側のドラムヘッ
ド２ａ，２ｂを第１、第２の胴構成部材２３，２４の開口端２５，２６に張設し、締めボ
ルト８でリム６と第３の胴構成部材２４を連結する。締めボルト８を締め付けると、第１
、第２の胴構成部材２２，２３は、第３の胴構成部材２４の環状体２４Ａの上面と下面に
それぞれ押し付けられる。したがって、止めねじ等で固定する必要がなく、胴本体２１の
組立てが簡単かつ容易である。
【００１８】
なお、上記した実施の形態においては、スネアドラムに適用した例を示したが、本発明は
これに何等限定されるものではなく、マーティングドラム、フロアタム、タムタム等のド
ラムにも適用することができる。また、第１の胴構成部材２２にのみドラムヘッドを張設
すると、シングルドラムとしても使用することができる。
また、上記した実施の形態においては、第１、第２の胴構成部材２２，２３を同一の外径
と内径を有するものとして示したが、これに限らず特殊胴として、一方を大径、他方を小
径に形成し、これに合わせて第３の胴構成部材２４の内径を異径に形成してもよい。
【００１９】
【発明の効果】
以上説明したように本発明に係るドラムによれば、胴本体を深さ方向に分割して形成され
た３つの胴構成部材で構成したので、仕様に応じて胴構成部材の材質または構造が異なる
ものを適宜組合わせると、振動の減衰時間、音量、音色等を変えることができ、従来とは
異なった仕様のドラム演奏を楽しむことができる。また、胴本体の構造も簡単で、容易に
製作することが

【図面の簡単な説明】
【図１】本発明をスネアドラムに適用した一実施の形態を示す概略斜視図である。
【図２】同ドラムの要部の断面図である。
【図３】本発明の他の実施の形態を示す要部の断面図である。
【図４】従来のスネアドラムの外観斜視図である。
【図５】同ドラムの要部の断面図である。
【符号の説明】
２ａ，２ｂ…ドラムヘッド、３…ヘッド支持緊張手段、５…ヘッド枠、６…リム、７…ラ
グ、８…締めボルト、２０…スネアドラム、２１…胴本体、２２…第１の胴構成部材、２
３…第２の胴構成部材、２４…第３の胴構成部材。
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でき、第３の胴構成部材にボルト、ラグ、クランプの少なくとも１種類の
金具を取付けることができる。
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【 図 ３ 】
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